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＆　議事要旨

　（1）前回譲事夢旨たついて

　　の上承認された。

　（2）M－4S－4号機実験報告について
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第ユ3回宇宙開発委員会《定例会議）議事要旨が一部修正

斎盛成文および森大吉郎東京大学教撲から説明が行な診れ

たのち・以下ρ質疑応答が行なわれた。

●

●



「
－

　　　雛’：磁源紬㊧故山はむ全俸的な1鹸か。ひ・。

　　　斎藤騨の原齢・電子フラックス測定蝋のうちの高電圧回囲

　　　　　路における放審である・その結果・過電圧に粗妙半導体等（ゑ、る

　　　　　部品が揖傷；し、現在、十4V智十6V、．十馬2駅，’r13V…

　　　　　α4総の雛系のうち・＋6V、一・2V岡引を二叉鴨・為

　　　　　　鮫ぐこの鷹の蘇・翻データ鱒窃ヒ難徽瞬恥
　　　　　た絃コマン綬齢についても・一コマン潮目を調理るる

●　纏帷下し26蜘伽マバのうちユ噸目し力噺繊、
　　　　　で這い・これらの故敵もかかわらづ曽・群銘のデr㍉

　　　　　タ送信部は正常であ鉄テレメータは．｝36M晒が完金にこジ＝

　　　　　騰な三三レ如側H麟若干φ牲能低磁あ溺虹・
　　　　　雄をしている。　　　　　　．

　　　網島：赦電は栂…v位で起；：～・たのかd

　　斎藤：簿子フラックス測定装置1細A、）の高電圧系には畷解：、

　　　　　ど呂KVとがあり、，電源を入れた時、それに放電が生鷲たと，1

　　　　　思われる。・

　　　三島：予備実瞼は行なっていたか。、，

℃斎藤：＋分三つだっもりであっ・た。・．、　一’

　　　　　聯な嗜であった・・　斑対知、して徹勧撒繊

　　　　　脂の充填技術に問題があるのではない力賭考改て・いみる．，．

　　　網島；’：ランチヤ角炭の誤差2度∫というのは大昏すぎホない．か昏。

　　蘇：』：ランチヤ簸の灘はα5朧静と↓即門破譲り謀，

　　　　　差範囲に塗るごとをフ目1途とし1てしい．た勧こ㈱強、5明照行董姦）っ

　　　　　　　　　　　ノ　　　　　た角度の調整後狂いを生じたも訟姥慰め㈱るδ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k

山県：歯車の狂いではないのか。

森　　：ゴミ、す’す等が付着したことにより、ランチヤ角度の操作

　　の際、狂いを生じたものと考えられるp

山県‘CN翅Sによる観測の話は、いつ頃からあっ売のか。

斎藤：「おおすみ」以前から観測の謡ほあったが：、多くの準傭作

　　来が必要であり、’また、当時としては、軌道にのったことの

　　碓認俘采に主力をそそいでいたため、実現していなかった。

　　本年春、CNESからあちためて話があり、追跡のみでなく、

　　テレメータ受信も行なつ℃もらうζとになったもあである。

　　こ傭果・熊鮪燃デ「ダを送？て匙た（聞、磯齢弗

　　タを入手するととができた。

㈲　工号一C型ロケット6号機打上げ実瞼結果について

　　鴨開発事華団松浦斜脚騨長紘び榊餅吐翻織か
　ら説明が行なわれたのち、以下の質疑応答が行なわれた。

吉講工5dを蹴るエンジン騨耀つたようだ斌鱒畝
　　が起つた時に火が着くということにならないか。

松浦：専科と酸化剤が同時にもれるごとがない限り大実夫である。

　　今回は・燃科のフレキシブルパイプの接手の弱い部分・が異常

　　振動により損傷したと．思われるが、異常振動さえなければ十

　　触搬のもので軽6N・ケット傭いてはこの部分の型

　　式が異なり問題はない。　　　　　　・　　　　・　　　　．

網趣灘は・途中から硝に戻ったのか。

；暁：瑚零と効2蟻晒した・その後は＋分な働状態にあ●

　　つ表1・．

●

●，



　　鵜臨の臨諭ようなものか∴、

　　松浦：ハンダ付け部の接続不良が原因と思われる。

　　榊　：同橦の油圧ポンプの地上試験によつで同様な緒果を得た。

　　山県：；：LS－Cは7号機までか。

　　松浦：6号機まででジンバル、ガスジェット’の基礎試験をおわる。

　　　　ゲ号彬は、・Nロケットと同型式のエンジンを塔：載し、性能試

　　　　験を行なう。
●麟：玉S－C三三の打上げ旧套漁幌ことについては

　　　　その後どのように処理されているか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　，松浦；鹿児島県の当事者との回し合いをユρ月末に終え・善処す

　　　　ることとしている。　　一　　　　　　　　　　＼一

　’（4）昭和4母年皮昌～9月期ロゲツト打上げ冥験の評価について

　　　　事務局から読明が行なわれたのち、原案どおり決定された。
／
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